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１．プーリーで物を巻き上げる場合 

直径φD(mm)のプーリーを使って、質量W（ｋｇ）の荷物を速度V(m/ｓ)で巻き上げる場合の必要トルクと動力 

Ｗ kg 

速度Ｖ m/s 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②動力 

Ｖ（ ｍ / ｓ ）で巻き上げる為にプ

プーリーの外周の長さＬ（ｍ

次にに１秒間に何回プーリー

      ｎ（ｒ／ｓ）＝Ｖ（ｍ／ｓ）

上記値を毎分当たりの回転数

      Ｎ（ｒ／ｍｉｎ）＝ｎ（ｒ／ｓ

必要な回転数が求まったので

      Ｐ（Ｗ）＝１．０２７×τ

ﾌ゚ ﾘーー の効率が１００％で有れ

      Ｐo（Ｗ）＝Ｐ（Ｗ）×１

減速機を用いてプーリーを駆

この場合のモータ回転数Ｎｍ

注意する点としては、プーリー

（質量＋プーリー部分の質量

 

例題 

直径１００ｍｍのプーリーで巻

  トルクτ（ｋｇｆ・ｃｍ）＝１００（

  プーリーの外周長さＬ（ｍ）

  必要回転数（ｒ／ｓ）＝２（ｍ

  必要回転数（ｒ／ｍｉｎ）＝６．

  必要動力Ｐ（Ｗ）＝１．０２７

 

◎必要トルク・動力の算出方
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①必要トルク 

τ（k g f ・ c m）＝Ｄ/2（ m m ）×Ｗ（ k g ）×０．１

直径を半径に直す 

φＤ m m

半径をc m に換算 

ーリーを何回転で回せば良いかを先に計算する。 

 
）＝３．１４×Ｄ（ｍｍ）×０．００１

 
ｍに換算 

 

を回転させれば良いかを計算 

／Ｌ（ｍ） 

に換算する 

）×６０ 

必要動力（出力）を求める 

（ｋｇｆ・ｃｍ）×Ｎ（ｒ／ｍｉｎ）×０．０１ 

ば上記値で良いが効率η（％）が分かっていれば下記計算方法で必要なモータ出力が求まる 

／（η（％）×０．０１） 

動する場合は、さらに上記Ｐoを減速機効率ηg（％）で割ればよい。 

（ｒ／ｍｉｎ）は、上記Ｎ（ｒ／ｍｉｎ）の値を減速比で割れば良い。 

の軸にはベンディング荷重が発生する。 

＋ワイヤ類） 

き上げ速度２ ｍ／ｓで１００ｋｇの荷物を巻き上げる場合の必要トルクと必要動力は？ 

ｋｇ）×（１００／２）（ｍｍ）×０．１＝５００（ｋｇｆ・ｃｍ） 

＝３．１４×１００（ｍｍ）×０．００１＝０．３１４（ｍ） 

／ｓ）／０．３１４（ｍ）＝６．３７（ｒ／ｓ） 

３７（ｒ／ｓ）×６０＝３８２（ｒ／ｍｉｎ） 

×５００（ｋｇｆ・ｃｍ）×３８２（ｒ／ｍｉｎ）×０．０１＝１９６２（Ｗ） 

法（注記）本資料はSI単位系ではなく、従来単位系で示します。 


